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1.始めに

ギリシア時代やヘレニズム時代の社会において、「パイデイア」はキー・

コンセプトであり、それは「教育」を意味するばかりでなく、「教養」や

「文化」をも意味する広い概念であった。1ギリシア・ローマ時代に「パ

イデイア」の概念が形成される歴史の中で、2ァレクサンドリアのユダヤ

人哲学者フイロン(紀元前20年頃～紀元50年頃)の「パイデイア」は、

どのように位置づけられるのだろうか。フイロンはユダヤ教の聖書をギリ

シア哲学により解釈した思想家として知られているが、ヘレニズムとヘブ

ライズムの出会いの中で、フイロンの「パイデイア」の概念は、どのよう

に構成されていたのだろうか。また、それは神学史や思想史の中で、どの

ような意義をもっていたのであろうか。

2.研究史瞥見

フイロンの「パイデイア」に関する研究は、後にLoebClassicalLibrary

のフイロン全集10巻の訳者となったF.H.Colsonによって始められた。3

そこでは、「アルテス・リペラーレス」である「エンキュクリオス・パイ

デイア」が「文法」「修辞学」「幾何学」(「天文学」は「幾何学」の一

部)「音楽」で構成され、『教育としての結婚について』がその主たる資

料であり、フイロンにおける「エンキュクリオス・パイデイア」の象徴的

な意味を指摘したL.M.deRijkは「エンキュクリオス・パイデイア」の

形成史の終わりにフイロンにおける「エンキュクリオス・パイデイア」の

用法とフイロンの資料について探求した。AlbertHenrichsは、19世紀

半ばのF.J.Clemensの指摘を受けて、フイロンにおける「エンキュクリ

オス・パイデイア」と「哲学」の関係を明確にして、「哲学は神学の侍女」

(Philosophiatheologiaeancilla)という中世の格言が、フイロンに遡

ることを明らかにした。5さらにW.H.Wagnerは、フイロンにおける「パ

イデイア」概念を取り上げて、ヘブライズムとヘレニズムの対立ではなく、

アレクサンドリアにおけるユダヤ教とギリシア古典文化との相互関係を明



らかにした。6

これらいくつかの先行的研究を受けて,フイロンにおける教育という未

開拓の分野を徹底的に議論したのは、AlanMendelsonであった。彼は「エ

ンキュクリオス・パイデイア」の構成(「文法」「修辞学」「弁証学」「幾

何学」「代数」「音楽」「天文学」)を吟味し、その意味を歴史的・哲学

的・教育学的側面でフイロンの思想的文脈の中に位置づけ、とりわけフイ

ロンが分類した三種類の人間(「神の人間」「天の人間」「地の人間」)

における「パイデイア」の意味を考察した。7

本稿では、これらの先行的研究を整理しつつ、重要な概念についてテキス

トにあたって8フイロンの「パイデイア」についての先の問いに答えてい

昌fast.

3.フイロンにおける「パイデイア」概念の構成

フイロンにおいて「パイデイア」(paideia)という概念は、「無教育」

を意味する「アパイデウシア」(apaideusia)と対立する概念であり、「前

(段階の)教育」を意味する「プロパイデウマ」(propaideuma)の後

段階として位置づけられている。9すなわち、「アパイデウシア」「プロ

パイデウマ」「パイデイア」という三段階の概念で構成されている。

「アパイデウシア」は「無学」(amathia)や「無知」(agnoia)

と同義であり、それは「愚かさ」(aphrosyne)と「誤り」(hamartgma)

の原因であり、忘れ去られ.それに対して「パイデイア」は「知識」

(episteme)と同義であり、それは記憶される。14「パイデイア」は「健

康」と「救い」を与え、「アパイデウシア」は「病」と「破滅」の原因で

ある。15「パイデイア」は理性による魂の「素面な」(nephalios)状態

に、「アパイデウシア」は理性のない魂の「酪酎」(methe)の状態に

象徴され、18「パイデイア」は理性的な「正しい基準」(kanonorthes)

なのである。19

「プロパイデウマ(前教育)」は、「エンキュクリオス・パイデイア」

(egkykliospaideia)とも呼ばれたが、20それは「完全な徳」(teleioi

aretai)と「知恵」(sophia)を目的とした21「哲学」のための前段階の

準備教育を指す言葉であった.
このような「アパイデウシア」・「プロパイデウマ」・「パイデイア」

という三段階の教育を表す言葉は、それぞれ「自然」(physis)「学習」

(mathesis)「訓練」(askesis)という言葉に対応し、22神に背を向

けた自然のままの「悪者」を意味する「初学者」(phaulos)、学びつつ



進歩する「学習者」(hoprokopton)、哲学の訓練を受けて「善者」で

ある徳のある完全な「知恵者」(sophos)に対応していた。23

4.フイロンにおける「工ンキュクリオス・パイデイア」

今日の「リベラル・アーツ教育」の淵源は、ギリシア・ローマ時代の「エ

ンキュクリオス・パイデイア」にある。「エンキュクリオス」という形容

詞は、「円環的」という意味であるが、諸科目が円をなすように互いに関

連し合う教育課程であるのでそう呼ばれた。ギリシア話の「パイデイア」

(paideia)をラテン藩に「フマニタ-ス」(humanitas)と訳し、24「ェ

ンキュクリオス・パイデイア」(egkykliospaideia)を「アルテス・リ

ペラーレス」(artesliberates)と訳したのはキケロである。25

フイロンは「エンキュクリオス・パイデイア」26という表現を用いるば

かりでなく、「パイデイア」は「ムーシケ-」から発展してきたので27「ェ

ンキュクリオス.ムーシケ-」(egkykliosmousike)とも「エンキュ

クリオス・メレテ-(円墳的調和)」(egkykliosmelete)とも呼び、

また「パイデイア」の目指す目的が「観想」的な「知識」であるので「ハ

イ・エンキュクリアイ・エビステーマイ(円墳的知識)」(hai

egkykliaiepistomai)「ハイ・エンキュクリアイ・テオーリアイ(円

環的観想)」(haiegkykliaitheoriai)とも呼び,31ぁるいは哲学教育

への前段階である準備教育であるので「夕・エンキュクリア・マテーマタ」

(egkykliamathemata)とも32「ェンキュクリア・プロパイデウマタ」

(egkykliapropaideumata)とも表現した。あるいは単に「夕・エン

キュクリア」(taegkyklia)とも「プロパイデウマタ」血xipaideuinata)

とも呼び、「メセ-・パイデイア(中間の教育)」(mesepaideia)「メ

サイ・エビステーマイ(中間の知識)」(mesaiepistemai)という表

現も用いた。

紀元前1世紀頃には既に「文法」「修辞学」「弁証学」「代数」「幾何

学」「音楽」「天文学」という「自由7科」が形成されていたと考えられ

るが、38フイロンにもそれが反映されている.39例えば、『モーセの生涯

について』で、モーセは「代数」「幾何学」「音楽」をエジプト人から学

び、「他のエンキュクリオス・パイデイア」についてギリシア人から学び、

近隣のアッシリアの「文法」やカルデヤの「天文学」やエジプトの「数学」40

を学んだとされる。41

「文法」では、初等の段階では読み書きなどの文法を学ぶが、上級の段

階では詩や劇などの文学や歴史書を通して歴史を学ぶ。42すなわち、半神



や英雄や歴史的人物の過去の出来事から、43多くの知識や知性を学び.空

虚な空論を軽蔑することを学ぶ。44

「修辞学」では、「構想」「配列」「修辞」「記憶」「実演」について

学ぶ。45それは事実について観察する精神を鋭くし、表現することに訓練

を重ねて、言葉と思考を支配する方法を身につけて、46流暢な言葉で、時

には感情を高めたり、緩めたりして快感を与える。47

「弁証学」は、「修辞学」の双子の姉妹とも考えられているが、48そこで

は真の議論と偽りの議論を区別して、偽りの思考を排除することを学ぶ。49

「代数」と「幾何学」では、計算や比率に関して正確さを養い、50特に

後者は対称や比率の美しさを学び、51平等についての感覚や正しい理論に

ついての情熱を育成する。52

「音楽」では、「文法」とも深く関連するリズム・メロディー・ハーモ

ニーなどを学び、不一致を取り除いて一致を学ぶ。53音楽理論は「代数」

や「天文学」とも関連する。

「天文学」はカルデヤの学問として著名で、天球図が描かれていたが、54

幾何学と並んで理論的な学問として挙げられている.55そこでは天体の動

きを観察するばかりでなく、世界で起こる出来事や運不運や善し悪しも天

体の動きに左右されると考えられていた。56

「エンキュクリオス・パイデイア」は、感覚的世界を対象にした単なる

知識(techne)でばなく、具体的な対象の理性的な知識であり、例えば「天

文学」では天体を、「音楽」では音符を、「幾何学」では線を対象にする。

それに対して「哲学」では、目に見えるものであれ見えないものであれ、

あらゆる形の存在するもの全てを対象にした感覚的世界を越えた知識であ

る。57こうして、「エンキュクリオス・パイデイア」は、「哲学」への準

備教育となる。

5.「工ンキュクリオス・パイデイア」の象徴的な意味

「エンキュクリオス・パイデイア」は、いくつかの「隠喰」(metaphora)

によって描かれる。第一に、「学習者」(prokopos)が「幼子」(nepios)

であり、「知恵者」(sophos)が「成人」(teleios)の隠喰として着ら

れる中で、「エンキュクリオス・パイデイア」が「幼子」の魂に与える「乳」

(gala)で着られ、58ぁるいは「乳」に代わる「柔らかい食べ物」で着ら

れ、「哲学」は「より堅い食べ物」である「肉」の比喰で語られる。59

第二に、農夫が木を植えるように、子供の魂に「若木」(moscheuma)

を植える比境で描かれる。しかし、愚かさと放縦の木、不正と臆病の木、



快楽と欲望の木、怒りと憤怒と激情の木となるものは,根こそぎ切り倒さ

れる。思春期の青年は「哲学」によって思慮深さと勇気と節制と正義とい

う徳のある木に育つ。60

第三に、ハガルが「泉」のほとりで主の御使いに出会って祝福され(創

世記16:7)、エリムのなつめやしの木々が「泉」の脇で茂っていたよう

に(出エジプト記15:27)、それは「泉」(pege)に喰えられる。なつ

めやしの木が泉から水を吸い上げて育つように、魂は真っ直ぐで滋養豊か

な理知的な諸学(logoi)を吸い上げて育つ。61

さらに「エンキュクリオス・パイデイア」は、いくつかの「寓喰」

(allegoria)によって誇られる。第一に、天地創造のアレゴリー的解釈で、

世界は神の「ロゴス」によって創造され、人間も「ロゴス」によって「神

の像」(fasma)に創造されたが、人間の「魂」は暗闇の中で「光」であ

る「パイデイア」を追求し、「エンキュクリオスリ1イデイア」の段階を

経て「パイデイア」を追求する。62天が示した「パイデイア」である「哲

学」を人間の「精神」(nous)が受ける。63そこでは、「エンキュクリ

オス・パイデイア」と「パイデイア」は、人間の「魂」を育てる母に喰え

られ、真っ直ぐな「正しい理性」(orthoslogos)は魂を育てる父に喰え

られる。64ぁるいは、逆に人間の「精神」(nous)が「哲学」の父に喰

えられる。65

第二に、アプラハムとサラ・ハガルの物語のアレゴリー的解釈で.「ハ

ガル」と「エジプト」は「エンキュクリオス・パイデイア」を象徴し、「サ

ラ」は「哲学」を、アブラハムは「魂」を象徴する.そこで、サラの「侍

女」(therapainis)であるハガルは、「知恵の侍女」「徳の侍女」とい

う比境で語られる。66また、ラケルとレアの姉妹は、ハガルとサラと同様

に、それぞれ「エンキュクリオス・パイデイア」と「パイデイア」すなわ

ち「哲学」のアレゴリーとして語られる。67これはストア学派で「エンキ

ュクリオス・パイデイア」を「侍女」(therapainai)と呼び、「哲学」を

「女主人」(despoina)「女王」(basilissa)と呼んだ用法に基づいて

いる.68

フイロンによれば、人間は「アパイデウシア」「プロパイデウマ」「パ

イデイア」とそれらに関連する「初学者」「学習者」「知恵者」という三

段階の「パイデイア」に対応して、生まれながらの「地の人間」(hoiges)

「天の人間」(hoiouranou)「神の人間」(hoitheou)という三種類

の人間に分けられる。69すなわち、「地の人間」は肉体的な快楽に従って

生きる人であり、その代表はニムロドである。70「天の人間」は天の世界



に通じる「精神」(nous)において「エンキュクリオス・パイデイア」

や「哲学」を学ぶことを好む人であり、その中で天上のものを求めて進歩

して「知恵者」となった代表はアブラハムである。71「神の人間」はこの

世に属し現実の世界の市民となることを拒む祭司や預言者などであり、そ

の代表は「哲学」の教えを受けるばかりでなく神の啓示を受けた聖なる人

モーセである。72

こうして、感覚の世界に関する「エンキュクリオス・パイデイア」から

永遠の世界に関する「パイデイア」すなわち「哲学」の道への歩みに導か

れる。

6.「パイデイア」における哲学

フイロンにとって、「哲学」とは「完全な学問」であり、73真実で真正

な「哲学」へ導く王道は「律法」であり、それは唯一の王である神に導く

道である。74また、それは「聖なる哲学」75「先祖の哲学」76「ユダヤの哲

学」77とも呼ばれ、しかも「律法」はアレゴリー的解釈を施されたもので

あった。78

「律法」をアレゴリー的解釈する背景には、ギリシア哲学の様々な影響

が見られる。フイロンは、アリストテレス以降のアレクサンドリアのヘレ

ニズム哲学の影響下にあり、アリストテレスの影響も受けているが、エピ

クロス学派には反対であり、基本的にはストア学派の影響下にあり.中期

プラトン学派の影響も同時に受け、ストア学派の影響と中期プラトン学派

の影響の微妙なバランスの下にある。79

例えば、その例を幾つか挙げると、第一に、4,6,7,10という完全

数への偏重は、80ピュタゴラス学派の影響である。第二に、より重要なの

はプラトン学派の影響である。『創造について』はプラトンの『ティーマ

イオス』の影響で書かれ、知識は視覚によって形成されるという「認識

論」81も、「理性」(logos)「意欲」(thumos)「欲望」(epi血umla)

による「魂の三分説」82も、魂の「想起説」83も、「イデア論」84も、

「霊魂不滅説」85も、プラトンの影響である。第三に、「四原因説」86も、

徳の「中庸説」87もアリストテレスの影響である。先行した哲学者の諸教説

を越えて新たな議論を展開するアリストテレスは尊敬の念で言及される。88

第四に、ストア学派の影響は随所に見られるが、その代表的な例を挙げる

と、「論理学(正しくは認識論を含む「言葉の学」)」「自然学」「倫理学」

という哲学の三分野であり、89「倫理的に美しいことのみが善である」90「知

恵者のみが支配者で王である」91という思想などである。また、フイロン



はストア哲学の「論理学」「自然学」「倫理学」の中で最高の学である「倫

理学」に、モーセの律法解釈による「神学」を含め、これを「哲学」と呼

んだのであった。

しかし、フイロンにとって真の支配者で知恵者である王は、人間ではな

く神であり、神に到る真の王道である神の言葉に関する「真の哲学」とは

異なる「偽りの哲学」がある。92すなわち、「真理」(aletheia)であり

「知恵」(sophla)である「哲学」と「偽り」(pseudos)であり「論弁」

(sophisteia)である「哲学」があり、前者はイサクに後者はイシュマエ

ルに象徴され、前者は美しく後者は醜い。93すなわち、フイロンにとって

二つの修辞学があり、一つは「パイデイア」である「哲学」に繋がる真の

修辞学であり、他方は「エンキュクリオス・バイデイア」に止まり、真偽

を論じる「弁証学」を欠いた偽りの修辞学、すなわち「ソフィスト」の「論

弁」である。94これら「エンキュクリオス・パイデイア」に固執して止ま

ることと「論弁」に陥ることが、「パイデイア」の道の途上での二つの過

ちとされる。

7.結びに

フイロンは、サラを「パイデイア」すなわち聖なる神の言葉に関する「真

の哲学」の象徴とし、ハガルを世俗の学問である「エンキュクリオス・パ

イデイア」の象徴として、「侍女」という隠境を用いて、「哲学」に代表

される世俗の学である諸学が聖なる学である神学に仕える仕方でヘレニズ

ムとヘブライズムを統合するパイデイア概念を形成しした.こうして、フ

イロンは「神学」に従属する「哲学」、「信仰」従属する「理性」という

中世思想の核心となる思想的土台を初めて形成したのであった。フイロン

のパイデイア概念はアレクサンドリアのクレメンスやオリゲネスを経て東

方キリスト教世界に広まり、アンプロシウスやアウグステイヌスを経て西

方キリスト教世界に広まった。こうして、それは「哲学は神学の侍女であ

る」という中世の格言が生じるほどにまで、キリスト教神学の枠組みの源

となったのであった。それは神学史に止まらず、啓蒙時代のスピノザやア

ダム・スミスらのユダヤ思想史やヨーロッパ思想史、さらにイスラーム思

想史にまでも影響を与えたのである。95

*本稿は、2008年3月14日に聖学院大学で開催された日本基督教学会開東支部会

で発表した原稿の一部を書き改めたものであり、2007-2010年度科学研究費基盤

研究C「新約聖書におけるヘレニズム・ユダヤ人キリスト教書簡文学の修辞学的



研究」による研究成果の一部である。
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